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は
じ
め
に

　

筑
後
川
は
、
そ
の
源
を
熊
本
県
阿
蘇
郡
の
瀬
の
本
高
原
に
発
し
、
山
岳
地
帯
を

流
下
し
、
大
分
県
日ひ

田た

市
に
お
い
て
、
九く
じ
ゅ
う重

連
山
か
ら
流
れ
る
玖く

珠す

川が
わ

を
合
わ
せ

山
間
盆
地
に
入
り
、
夜よ

あ
け
き
ょ
う
こ
く

明
峡
谷
を
下
り
、
福
岡
県
う
き
は
市
、
朝
倉
市
を
過
ぎ
、

隈く
ま
の
う
え
が
わ

上
川
、
巨こ

瀬せ

川が
わ

、
佐
田
川
、
小こ

石い
し

原わ
ら

川が
わ

、
高こ
う

良ら

川が
わ

を
合
わ
せ
、
久
留
米
市
、
大

川
市
に
至
る
。
さ
ら
に
佐
賀
県
に
入
り
、
田た

手で

川が
わ

、
城じ
ょ
う
ば
る
が
わ

原
川
と
合
流
し
肥
沃
な
筑

紫
平
野
を
貫
流
し
、
早は

や

津つ

江え

川が
わ

を
分
派
し
て
有
明
海
に
注
ぐ
。
幹
川
流
路
延
長
１

４
３
㎞
、
流
域
面
積
２
８
６
０
㎢
の
九
州
最
大
の
一
級
河
川
で
あ
る
。

　

筑
後
川
流
域
の
人
々
は
昔
か
ら
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
、
灌か

ん

漑が
い

用
水
、
生
活
用
水
、
発
電
用
水
、
舟
運
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
し
、
そ
の

恵
み
を
享
受
し
、
そ
の
都
度
喜
怒
哀
楽
の
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は

文
学
・
詩
歌
、
歴
史
紀
行
に
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
を
追
っ
て
み
た
い
。

筑
後
川
の
文
学

　

筑
後
川
の
文
学
に
つ
い
て
、
あ
え
て
次
の
よ
う
に
捉
え
て
み
た
。

「
筑
後
川
を
治
水
や
利
水
や
環
境
の
面
か
ら
み
て
、
公
共
福
祉
の
た
め
に
施
行
さ

れ
る
事
業
、
そ
の
事
業
に
誠
意
で
尽
く
す
人
々
の
人
間
性
を
追
求
し
た
小
説
・
記

録
・
評
伝
の
作
品
で
あ
る
」

　

筑
後
川
の
文
学
に
つ
い
て
、
①
江
戸
期
の
大
石
堰
の
開
削
、
②
明
治
期
の
九
重

高
原
の
開
発
、
③
昭
和
30
年
代
の
下し

も

筌う
け

ダ
ム
建
設
闘
争
に
関
す
る
作
品
を
挙
げ
る
。

　

筑
後
川
中
流
域
に
は
、
灌
漑
用
水
と
し
て
上
流
か
ら
順
に
、
左
岸
側
に
寛
文
８

年
有
馬
藩
・
袋
野
堰
、
寛
文
４
年
有
馬
藩
・
大
石
堰
、
寛
文
４
年
右
岸
側
に
黒
田

藩
・
山
田
堰
、
正
徳
２
年
有
馬
藩
・
床
島
堰
が
そ
れ
ぞ
れ
開
削
さ
れ
、
今
で
も
農

地
を
潤
す
。

　

五
庄
屋
が
大
石
堰
を
開
削
し
た
小
説
と
し
て
、
林
逸
馬
著
『
筑
後
川
』（
第
一
藝
文

社
・
１
９
４
３
）
が
あ
り
、
こ
の
書
『
筑
後
川
』
を
現
代
文
に
わ
か
り
や
す
く
作
成

し
た
三
浦
俊
明
著
『
筑
後
川
―
五
人
の
庄
屋
の
挑
戦
と
そ
れ
を
支
え
た
郡
奉
行
の

苦
難
の
道
の
り
』（
う
き
は
市
・
大
石
堰
土
地
改
良
区
・
２
０
０
５
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ

に
帚
木
蓬
生
著
『
水
神
（
上
）、（
下
）』（
新
潮
社
・
２
０
０
９
）
と
３
つ
の
書
が
あ
る
。

　

五
庄
屋
が
大
石
堰
築
造
に
か
か
わ
る
苦
悩
の
物
語
で
あ
る
。
五
庄
屋
は
「
銘
々

―
命
を
捨
て
申
候
て
も
願
可
申
旨
、
誓
紙
血
判
仕
堅
申
合
」
と
命
を
投
げ
打
っ
て

の
請
願
で
あ
り
、
も
し
失
敗
し
た
ら
五
庄
屋
は
全
員
極
刑
に
処
さ
れ
る
。
工
事
中

に
は
す
で
に
五
本
の
磔
柱
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
心
境
の
な
か
で
、
五
庄

屋
と
農
民
た
ち
は
心
を
一
つ
に
し
て
堰
開
削
を
成
し
遂
げ
た
。

　

水
害
に
よ
っ
て
人
の
運
命
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
７

月
に
筑
後
川
を
襲
っ
た
大
水
害
は
、
久
留
米
市
一
帯
に
も
大
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

古
賀
勝
著
『
大
河
を
遡
る
―
九
重
高
原
開
拓
史
』（
西
日
本
新
聞
社
・
２
０
０
０
）
は
、

大
水
害
で
田
畑
を
失
っ
た
久
留
米
市
な
ど
の
農
民
ら
が
、
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）、

元
久
留
米
藩
士
青
木
牛
之
助
の
指
導
の
下
に
、
大
分
県
飯
田
高
原
千
町
無
田
に
移

住
す
る
苦
難
を
描
く
。
１
９
９
２
年
（
平
成
４
）、
朝
日
神
社
に
「
千
町
無
田
開
拓
百

年
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。

　

鶴
良
夫
著
『
筑
後
川
渡
船
転
覆
』（
リ
ー
ベ
ル
出
版
・
１
９
９
２
）
に
よ
る
と
、
１
９

４
３
年
（
昭
和
18
）
10
月
９
日
、
佐
賀
市
赤
松
国
民
学
校
の
児
童
た
ち
は
筑
後
川
左

岸
柳
川
市
三
柱
神
社
に
出
か
け
た
が
、
帰
路
に
大
雨
に
遭
い
、
佐
賀
県
諸
富
町
の

石
塚
の
渡
し
に
着
く
直
前
に
転
覆
。
引
率
の
副
田
美
代
次
先
生
は
15
人
の
教
え
子

を
助
け
出
し
た
が
、
力
尽
き
て
学
童
６
人
と
と
も
に
激
流
に
呑
ま
れ
た
。
渡
船
転

覆
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
）
10
月
19
日
、「
副
田
先
生
顕
彰
之
碑
」

が
筑
後
川
河
口
昇
開
橋
の
地
点
に
建
つ
。

　

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
６
月
、
筑
後
川
大
水
害
が
起
こ
っ
た
。
建
設
省
（
当
時
）

は
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
筑
後
川
上
流
に
下
筌
ダ
ム
と
松
原
ダ
ム
を
建
設
し
た
。

下
筌
ダ
ム
の
水
没
者
の
一
人
室
原
知
幸
は
、
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
か
ら
１
９
７
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０
年
（
昭
和
45
）
の
13
年
間
、
ダ
ム
サ
イ
ト
地
点
に
「
蜂
の
巣
城
」
を
築
き
、
ダ
ム

建
設
に
対
し
公
共
事
業
の
是
非
を
問
い
続
け
た
。
松
下
竜
一
著
『
砦
に
拠
る
』（
筑

摩
書
房
・
１
９
７
７
）、
佐
木
隆
三
著
『
大
将
と
わ
た
し
』（
講
談
社
・
１
９
６
８
）、
杉
野

な
お
き
著
『
蜂
ノ
巣
城
』（
叡
智
社
・
１
９
７
２
）、
室
原
知
幸
著
『
下
筌
ダ
ム
―
蜂
之

巣
城
騒
動
日
記
』（
学
風
社
・
１
９
６
０
）
が
あ
る
。

筑
後
川
の
詩
歌

　

川
の
上
流
は
清
流
が
流
れ
、
青
春
の
よ
う
で
あ
り
、
中
流
は
少
し
濁
り
、
成
年

に
譬
え
ら
れ
、
下
流
は
清
濁
を
合
わ
せ
て
老
年
の
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
海
に
注

ぐ
。
川
の
流
れ
は
ま
さ
し
く
人
生
そ
の
も
の
。
こ
の
よ
う
な
川
の
流
れ
に
、
人
々

は
詩
情
を
抱
き
多
く
の
詩
歌
が
生
ま
れ
る
。

　

丸
山
豊
作
詞
・
團
伊
玖
磨
作
曲
『
混
声
合
唱
組
曲　

筑
後
川
』（
河
合
楽
器
製
作
所
・

１
９
６
９
）
は
筑
後
川
を
讃
え
て
い
る
。
筑
後
の
医
者
で
あ
り
、
詩
人
・
作
家
で
も

あ
る
丸
山
豊
は
、
阿
蘇
を
水
源
と
す
る
筑
後
川
を
謡
い
、
そ
の
詩
に
筑
後
と
ゆ
か

り
の
あ
る
團
伊
玖
磨
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
曲
は
５
楽
章
で
あ
る
。「
み
な
か

み
」「
ダ
ム
に
て
」「
銀
の
魚
」「
川
の
祭
」「
河
口
」
か
ら
な
る
。
團
は
語
る
。「
雨

の
一
粒
が
大
河
と
な
っ
て
海
へ
出
て
い
く
姿
を
見
る
思
い
が
捉
わ
れ
る
の
は
作
曲

者
と
し
て
の
感
慨
だ
ろ
う
か
」。
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）、
久
留
米
音
協
合
唱
団
に

初
演
以
来
、
歌
い
継
が
れ
、
そ
の
エ
ッ
セ
イ
集
と
し
て
河
合
楽
器
製
作
所
編
・
発

行
『
筑
後
川
―
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」
と
と
も
に
辿
る
』（
１
９
９
８
）、
中
野
政
則

著
『
筑
後
川
よ
永
遠
な
れ
』（
出
窓
社
・
２
０
１
８
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

「
筑
後
川
１
０
１
」
記
念
実
行
委
員
会
編
・
発
行
『
筑
後
川
流
域
小
中
学
校
校
歌

集
』（
１
９
８
６
）
に
は
、
３
６
３
校
の
校
歌
が
収
録
。
久
留
米
市
立
の
小
学
校
校
歌

を
み
る
。

〇
京
町
小
学
校
校
歌
「
筑
後
の
川
風　

に
お
え
よ
頬
に　

み
ん
な
明
る
く　

あ
ふ

れ
る
力　

京
町　

京
町　

京
町　

あ
あ
伸
び
ゆ
く　

我
等　

京
町
校
」

〇
小
森
野
小
学
校
校
歌
「
ゆ
た
か
に
澄
め
る
筑
後
川　

清
き
流
れ
を
鏡
と
し　

強

く
正
し
く
生
き
る
た
め　

わ
れ
ら
の
心　

磨
く
の
だ　

の
び
よ　

の
び
よ　

わ

れ
ら
の
小
森
野
小
学
校
」

　

ふ
く
お
か
の
川
と
水
の
会
編
・
発
行
『
川
と
小
学
校
校
歌
（
５
）
北
筑
後
地
域

編
』（
２
０
１
４
）
を
歌
う
。

〇
吉
井
小
学
校
校
歌
「
耳
納
の
連
峰
は
る
か
に
か
す
み　

筑
後
の
大
河
う
し
ろ
に

ひ
か
え　

い
せ
き
の
水
の
つ
き
せ
ぬ
ほ
と
り　

和
が
学
び
舎
の
す
べ
て
美
し
」

〇
千
年
小
学
校
校
歌
「
村
の
名
に
お
う　

千
年
川　

流
れ
も
清
し　

水
深
し　

上

り
下
り
の
真
帆
片
帆　

目
も
は
る
か
な
る　

眺
め
か
な
」

　

筑
後
川
は
伸
び
ゆ
く
児
童
た
ち
へ
、
母
な
る
川
と
し
て
、
常
に
慈
し
み
を
持
っ

て
見
守
っ
て
い
る
。

　

８
月
１
日
は
「
水
の
日
」、
水
に
感
謝
し
て
水
を
大
切
に
す
る
日
で
あ
る
。
こ
の

日
か
ら
１
週
間
を
「
水
の
週
間
」
と
定
め
て
い
る
。
大
牟
田
市
の
俳
句
会
「
さ
わ

ら
び
」
の
人
た
ち
に
、
水
の
日
に
ち
な
ん
で
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）
８
月
３
日

「
筑
後
川
用
水
事
業
施
設
見
学
会
」
を
行
な
い
、
水
や
筑
後
川
を
詠
ん
で
も
ら
っ

た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
水
資
源
開
発
公
団
筑
後
川
下
流
用
水
建
設
所
編
・
発

行
『
句
集　

筑
後
・
佐
賀
揚
水
機
場
』（
１
９
９
７
）
で
あ
る
。
５
句
を
挙
げ
て
み
た
。

〇
筑
紫
次
郎
捌
く
大
堰
秋
近
し
（
堤 

三
津
子
）

〇
水
の
日
の
水
路
た
ど
り
し
青
田
道
（
天
藤
顕
子
）

〇
用
水
場
管
理
の
人
の
日
焼
け
か
な
（
谷
川
章
子
）

〇
水
澄
み
て
筑
紫
次
郎
の
歴
史
知
る
（
蓮
尾
美
代
子
）

〇
水
生
き
て
青
田
潤
す
三
方
町 

（
平
田
縫
子
）

　

筑
後
下
流
用
水
施
設
は
、
筑
後
大
堰
に
て
貯
留
し
た
水
を
福
岡
県
側
、
佐
賀
県

側
に
農
業
用
水
、
上
水
を
配
水
す
る
施
設
で
、
１
９
９
８
年
（
平
成
10
）
に
完
成
し
た
。

　

筑
後
川
流
域
は
、
上
流
か
ら
広
瀬
淡
窓
、
原
古
処
、
野
田
宇
太
郎
、
丸
山
豊
、

岩
崎
京
子
、
古
賀
政
男
、
下
村
湖
人
ら
多
く
の
文
人
を
輩
出
す
る
。

筑
後
川
の
歴
史
・
紀
行

　

筑
後
川
は
、
古
く
は
千
歳
川
、
千
年
川
、
一
夜
川
、
筑
間
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

久
留
米
市
観
光
協
会
編
・
発
行
『
筑
後
川
の
古
名　

ち
と
せ
川
の
名
称
に
関
す
る

文
献
』（
１
９
３
７
）
は
、
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
正
式
に
「
筑
後
川
」
と
な
っ
た
の
は

寛
永
15
年
と
記
す
。
筑
後
川
の
歴
史
・
紀
行
を
挙
げ
て
み
る
。

　

角
田
嘉
久
著
『
筑
後
川
歴
史
散
歩
―
１
４
３
キ
ロ
の
流
れ
』（
創
元
社
・
１
９
７
５
）

は
筑
後
川
の
入
門
書
と
い
え
る
。
河
口
の
大
川
市
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
風
浪
宮
や

酒
ど
こ
ろ
城
島
の
歴
史
を
語
る
。
久
留
米
市
に
お
い
て
は
画
家
青
木
繁
と
坂
本
繁

二
郎
、
久
留
米
絣
の
生
み
の
親
・
井
上
伝
女
、
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
、
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
の
創
業
者
石
橋
正
二
郎
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
芥
川
賞
作
家
火
野
葦
平
が
愛
し

た
田
主
丸
町
の
河
童
、
日
田
に
入
る
と
天
領
日
田
の
歴
史
、
広
瀬
淡
窓
の
咸か

ん

宜ぎ

園え
ん

を
論
じ
る
。

　

柳
勇
著
『
筑
後
河
北
誌
』（
鳥
飼
出
版
社
・
１
９
７
９
）
は
、
筑
後
川
の
北
の
地
域
を

く
ま
な
く
探
索
。
古
代
か
ら
奈
良
朝
、
平
安
朝
、
鎌
倉
、
室
町
、
戦
国
、
江
戸
期

の
有
馬
藩
な
ど
の
政
治
と
文
化
を
紐
解
く
。
日
本
三
大
合
戦
と
言
え
ば
、
川
中
島

の
戦
い
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
が
筑
後
川
の
戦
い
（
大
原
の
合
戦
）

で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
崩
壊
後
、
南
北
朝
に
分
か
れ
、
大
宰
府
の
覇
権
争
い
に
お
い

て
、
足
利
尊
氏
派
小
弐
頼
尚
ら
北
朝
軍
６
万
人
と
後
醍
醐
天
皇
派
南
朝
軍
・
懐
良

親
王
・
菊
池
武
光
ら
４
万
人
が
筑
後
川
沿
い
で
争
っ
た
。
正
平
14
年
（
１
３
５
９
）

８
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に
、
田
島
よ
し
の
ぶ
著
『
筑
後
川
紀
行
』（
葦
書
房
・
１
９
８
８
）、
玖
珠
郡

史
談
会
編
『
玖
珠
川
歴
史
散
歩
』（
葦
書
房
・
１
９
９
１
）、
田
山
花
袋
・
小
杉
来
醒
著

『
水
郷
日
田
―
附
・
博
多
久
留
米
』（
日
田
商
工
会
・
１
９
２
７
）、
大
分
県
玖
珠
九
重
地

方
振
興
局
編
・
発
行
『
筑
後
川
源
流
を
行
く
―
大
分
県
日
田
・
玖
珠
紀
行
』（
１
９
９

５
）
を
挙
げ
る
。


